
整数の性質 

【最大公約数と最小公倍数】 

①
３５

１
１０ ,

１４

９
３０ ,

１０

７
５０ のいずれにかけてもその積が自然数となる分数で最小のものを求め 

 なさい。 

                                      (立教) 
 

②
５１

２８
をかけても、

６３

６８
で割っても、その結果が整数となる分数の中で、最小のものを求め 

 なさい。 

                                    (日大三高) 

 

③２つの正の整数があって、２数の積が３５４９,最小公倍数２７３のとき、この２数の最大公約数 

 を求めなさい。 

                                      (城北) 

 

④ａ，ｂはともに２けたの自然数である。この２数ａ，ｂの最小公倍数７２,ａ×ｂは４３２ 

 である。このとき、この２数の和を求めなさい。 

                                    (大阪桐蔭) 

 

⑤最大公約数が８,最小公倍数が９６である２つの自然数の組をすべて求めなさい。 

 (青雲） 

 

⑥最大公約数が１２,最小公倍数が４２０である２つの自然数の組をすべて求めなさい。 

                                     (国学院) 

 

⑦３つの自然数３９，６５,ｐがある。その最大公約数は１３で、最小公倍数は５８５で 

 あるとき、ｐの値を求めなさい。ただし、ｐ＜１５０とする。 

                                    (愛知高校) 

 

⑧３けたの２つの自然数ｍ,ｎがある。この２組の最大公約数が３６で、最小公倍数が 

 ２７７２のとき、ｍ,ｎを求めなさい。ただし、ｍ＜ｎとする。 

                                   (駒澤大附属) 

 

⑨３つの正の整数１２,３０,ｘの最大公約数が６,最小公倍数が１２０であるとき、ｘの値を 

 すべて求めなさい。 

                                    (佼成学園) 

 

⑩２つの自然数ａ，ｂの最大公約数は２４,最小公倍数は１００８である。これを満たすａ，ｂ 

 の組は何組ありますか。また、その中で２数ａ,ｂ(ａ＞ｂ)の差が最小の２数を求めなさい。 

                                   (江戸川取手) 
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